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3

よく考えて、ネットを使うこと。

そのためには、基本的な知識や、
具体的な使い方を知るだけではなく、

困った時にどうしたらよいのかを、
実践的な方法を知っておくこと。
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https://rm.iajapan.org/
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ネットでは、
自分は大丈夫だと思っていても、

「トラブルは起きてしまう」ことがある
と考えた方がよいです。

その時に、

どう被害を最小限に抑えられるか
考えられるようになります。
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SNS
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https://www.iajapan.org/advisor/
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 事例やデータを示すのでは満足されない。リア
ルで具体的なトラブル事例や解決方法が求めら
れている。

 単にネットに少し詳しい人では太刀打ち出来な
いと感じる。自ら勉強し、体験し、子どもから直接
生の話を聴き、幅広い知識で現状に合った内容
に努め、他人ごとではない話をしていきたい。

 アドバイザー自身の失敗例を話す。青少年だか
らではない。大人や専門家でも失敗することもあ
ること。
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私たちは
青少年や保護者と直接話をしていて、
わかることがあります。

せめてこれだけでも知っていれば、
トラブルを避けることができたのでは？

ということ。
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Instagram
TikTok
LINE
Twitter
Facebook 
YouTube
Google
Ameba
GREE
Mobage
ニコニコ動画

https://www.iajapan.org/bamen/
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• 登録可能な年齢
• 公開範囲の設定をしたい時
• パスワードを忘れた時
• 自分の書き込みを削除したい時
• 他人の書き込みを削除したい時
• 問い合わせをしたい時
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お子様の年齢に合わせて、「4歳以上（4+）」、「9歳以上（9+）」、「12歳以上（12+）」、「17歳以上
（17+）」をチェックすることで、年齢以上のアプリを利用できないように制限することができます
。



警察より
警察官に対する教養資料として活用したい。また、住民
からの相談対応でも利用したい。

ＰＴＡ指導員より
とっても分かりやく、こういうのが欲しかったです。 早速、
啓発時に保護者や先生に広めます。

講師より
講演だと概略になってしまうのですが、このようなかゆい
ところに手が届くような資料があるといいです。ママ友や
講演で紹介していきたいと思います。
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よく考えて、ネットを使うこと。

そのためには、基本的な知識や、
具体的な使い方を知るだけではなく、

困った時にどうしたらよいのかを、
実践的な方法を知っておくこと。


